社会科学研究所定例研究会報告要旨 by 黒瀬 直宏 et al.
－ 28 － 
社会科学研究所 定例研究会 報告要旨 
 




時 間： 15：00～17：00 
場 所： 神田校舎 771 教室 
参加人数：7 名 
報告内容概略： 




















－ 29 － 
2009 年１月 31 日（土） 定例研究会報告 
テーマ： 将来の中日米関係－米国新大統領の就任を中心に－ 
報告者： 王星宇 氏（中国人民大学教授 現在・日本大学国際関係学部客員教授） 
司 会： 古川純 所員（専修大学法学部教授） 
時 間： 14：30～17：00 
場 所： 専修大学神田校舎 1 号館 社会科学研究所神田分室 
参加人数：10 名 






























－ 30 － 
2009 年 2 月 5 日（木） 定例研究会報告 
講師・テーマ：１）姜徳洙（専修大学商学部兼任講師） 
「釜山・昌原地域の産業と訪問企業の概要」 
              ２）宋貴英（壇国大学文学部教授） 
「386 世代を前後した対日観の変化－私見として－」 
時 間： 14：00～18：00 
場 所： 生田社研会議室 
参加人数：15 名 
報告内容概略： 














世代論が展開された。386 世代とは 1985 年に登場したインテル 386 搭載の PC になぞらえ
た世代で 1960 年代生まれで、1980 年代に学生時代を過ごし､1990 年代に 30 代（従って現











－ 31 － 
2009 年 2 月 25 日（水） 定例研究会報告 
テーマ： 北京五輪選手村から見た激動の中国（環境・人々・生活） 
報告者： 久木留毅（専修大学・文学部・准教授） 
時 間： 16：00～18：00 
場 所： 専修大学・社会科学研究所会議室 
参加人数：11 名 
     教員等：柴田／大矢根／長島／飯田／二瓶 












それを JOC 各部局に配信し、2008 年北京五輪期間中は選手村に滞在していた。 
今回は、我々が決して立ち入ることのできない選手村内部から眺めた、北京の環境・
人々・生活についてのレポートをお願いした。トップアスリート集団にとっては自明のこ
とかもしれないが、我々一般研究者にとっては、何から何まで驚きの選手村レポートで
あった。一つのメダルのために、一つの国がどれだけの資金・人材・コネクションを活用
していることか。五輪開催・参加に関わる諸規定を、どれだけ丹念に読み込んでいるか、
すなわち、パッケージを了解しているかで、選手村に持ち込める資機材にも差が出てくる
こととなり、それがトップアスリートのトップパフォーマンスの微妙な差となって現れ
る。 
五輪開催と環境問題、五輪開催関連規定文書（いわゆるパッケージ）におけるセキュリ
ティ担保の位置づけ、中国の（アスリート、芸術家等を養成する）トップスクールにおけ
るリクルーティングの諸問題等々、体育プロパーと社会科学者間で有意義・活発な議論が
展開された。 
なお、今回の研究会には、社会体育研究所の所長・長島博先生が参加してくれた。これ
まで社研・社体の共催となる研究会はほとんどなかったようで、今回は社研単独開催の研
究会であったが、参加者の顔ぶれやテーマ、議論内容からして、共催との位置づけも可能
であったのではないかと思われる。このような研究交流の有効性が一同で確認された。 
記：専修大学文学部・大矢根淳 
 
